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１．はじめに 
土木業界の DX 化に伴い，BIM/CIM (Building/Constru

ction Information Modeling, Management) モデルによ

る構造物の可視化が進んでいる．しかし，BIM/CIM モデル

は，質感や陰影等のテクスチャの表現が実構造物と異なる

ため，現実の景観と視覚的な乖離が生じる場合がある． 

そこで本研究では，この視覚的な乖離を解消する手段と

して，高い描写能力をもつ生成 AI に着目した．生成 AI の

活用により，BIM/CIM モデルに基づき，対象構造物のテク

スチャを現実空間に即して再現した動画像を生成できる．

しかし，現在流通している生成 AI による出力は 2 次元の情

報が一般的である．そこで，複数の 3 次元ガウス分布を空

間上に配置することにより，動画像から 3 次元空間を作成

可能な 3D Gaussian Splatting（以下，「3DGS」とする．）

を使用する．これにより，生成 AI で作成した動画像をもと

に，自由な視点移動が可能な 3 次元空間を構築する．

本研究では，生成 AI と 3DGS を使用することで，BIM/

CIM モデルをもとに，現地における実構造物に近い視覚的

認知を支援する 3 次元空間を構築可能か検証した． 

２．本研究で使用した技術の概要 
本研究では，BIM/CIMモデルを撮影した動画像を生成AI

により，実構造物に近い視覚的認知を支援する構造物の画

像を生成し，3DGS により，3 次元空間を構築する．本研究

で使用した技術の概要を以下に述べる． 

2.1 本研究で使用した生成 AI 

本研究では，被写体のテクスチャを編集することに特化

した Web アプリケーション（以下，「画像生成 AI」とした．）

を使用した．画像生成 AI は，実在する地物や構造物の微細

なテクスチャを学習しているため，現実の土木構造物に即

したテクスチャの再現が可能である． 

2.2 3DGS の概要 

 3DGS は近年，開発された画像から３次元空間を構築可

能な 3 次元復元技術である．3DGS は，空間を「3D ガウシ

アン（広がりを持つ楕円体）」の集合として配置する表現手

法であり，高速表示（リアルタイムレンダリング）と高い視

覚的再現性を両立する．ただし，3DGS 単体では絶対的なス

ケール情報を持たない．

2.3  本研究で使用した 3DGS が可能なツール 

本研究では，1 枚の画像を入力として，AI による未撮影

部分の予測・補完を行い，3DGS 形式の 3 次元空間を構築

可能な Web アプリケーションを使用した． 

３．研究の対象構造物 
本研究では，山梨県和戸町で実施中の高架橋建設事業を

対象に検証を実施する．検証にあたっては，第 1 図に示す

設計段階で作成された詳細度 300 の橋梁（382m）の

第 1 図 BIM/CIM モデルを現地地図に重ねた図 
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BIM/CIM モデルを使用する．本構造物を対象とした理由

は，街中に作成される橋梁であり，景観上，特に配慮する必

要があると考えたためである． 

４．検証方法 
本研究では，まず第 1 図に示す画像を画像生成 AI に入力

し，対象の構造物に対して現実空間のテクスチャを反映し

た画像を生成する．次に，生成した画像を 2.2 で述べた Web

アプリケーションに入力することで，3 次元空間を構築す

る．最後に，第 1 図に示す BIM/CIM モデルと本研究で構築

した 3 次元空間を比較することで，本手法の有用性を確認

する．

5．検証結果 
第 1 図の BIM/CIM モデルの画像を画像生成 AI に入力

し，生成した画像を第 2 図に示す．第 2 図から，生成 AI の

活用により，入力した BIM/CIM モデルの幾何形状を保持し

ながら，周囲の環境や現実の質感を反映した橋梁画像を生

成できていることを確認できた．また，2.2 で述べた Web ア

プリケーションに第 2 図を入力し，構築した 3 次元モデル

を第 3 図に示す．第 3 図から，生成 AI と 3DGS を用いる

ことで，1 枚の BIM/CIM モデルの画像から実写に近い 3 次

元空間を構築できることがわかった． 

第 1 図と第 3 図を比較すると，従来の BIM/CIM モデル

は表面が平滑で周囲景観から浮いた印象を与える一方，本

研究で構築した 3 次元空間では，橋梁の質感や陰影等が再

現され，完成後の姿をより具体的に想起させるものとなっ

た．これにより，技術者のみならず専門的な知識を有しない

住民や関係者に対しても，完成後の景観を直感的に共有す

ることが可能となり，合意形成における意思決定プロセス

の円滑化に寄与するものと考察する． 

6．検証結果から得られた課題 
本手法で構築した 3 次元空間内の橋梁は，元の BIM/CIM

モデルが持つ正確な寸法値ではない．このことから，本手法

は，完成後のイメージの共有や住民説明などの合意形成の

プロセスにおける視覚資料としての活用が適切と考える．

また，今回は，少量の画像をベースに 3 次元空間を構築し

たため，元の画像に写っていない構造物の裏側や死角とな

る領域は，画像生成 AI が学習データに基づいてテクスチャ

や形状を補完している．そのため，補完された領域が実際の

現地の地形や計画されている構造と異なる可能性がある．

今後，設計および施工管理へ適用や構造物の細部の構造

まで把握する場合は，直接 BIM/CIM モデルを生成 AI に入

力するなど BIM/CIM モデルの持つ詳細な構造や寸法デー

タを反映させる手法が必要であると考える．

7．まとめ 
本研究では，生成 AI と 3DGS を活用することで，

BIM/CIM モデルをもとに，現地における実構造物に近い視

覚的認知を支援する 3 次元空間が構築可能かを検証した．

その結果，橋梁の質感や陰影等が再現され，実写に近い視覚

表現を持つ 3 次元空間を作成することができた．また，従

来の BIM/CIM モデルと比較し，完成後の姿をより具体的に

想起させるものとなったことから，合意形成における意思

決定プロセスの円滑化に寄与するものと考察する．本研究

で構築した 3 次元空間は，VR デバイス等と組み合わせるこ

とで，今後，より現場に近い体験が可能になると考える． 

一方で，構築した 3 次元空間の寸法値や，元の画像に写

っていない領域は実際と異なる可能性がある．今後は，詳細

な構造の再現と正確な寸法値を担保することなどを課題と

し，本技術の発展に努める．  
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第 2 図 画像生成 AI で生成した画像 

第 3 図 3DGS により作成した 3 次元空間 
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